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分子機能研究部門 高分子活性分野
(Departm e nt Of Molec uhrFu n ction, Divis o nof Mole cula rBiologya nd ner ape utics)
教授 .･ 三 上 輩
○学内委員 留学生セ ン タ ー 運営委員会委員. 遺伝子寛
厳施設運営委員会委員, 姐換え D N A実験安全委員会
委見 組換えD N A実験安全主任者, 亥鼻地区安全衛
生委員会妻丸 大学院自然科学研究科教授会委見 医
学研究科 (医学系運営) 委員会委息
○セ ン タ ー 内委員 教員会議委R, 総務費貞余香貞. 共
用備品委員会委員長, 広報委貞余香貞長. 放射性同位
元素委員会委兵長,
○学外委員 日本細菌学合評練乳 日本医其薗学会評蘇
見 日本細菌学会バイオセ ー フ テ ィ委見 日本医異常
学会将来計画委員, 日本放線菌学会理事. 日本放線菌
学会編集委員.
0 受賞 なの はな コ ン ペ (級長版: 自然科学先端研究部
門)｢ゲ ノ ム 解析情報に基づ い た病原菌よりの 新 しい
医薬の 開発研究+.
0 その他 大学発 ベ ン チ ャ ー 株式会社 ｢フ ァ ー ス トラボ
ラ トリ ー + 顧問.
助教授: 知花博治
○学内委員 親換え DN A実験安全委員会香魚 研究用
微生物安全管理魚種作成重点余香 見 経合 メ デ ィ ア
基盤セ ンタ ー 運用専門委貞会重点, ス ペ ー ス ･ コ ラ ボ
レ ー シ ョ ン ･ シ ス テ ム事業実施委貞会費見 学長祷佐
懇談会委貞 .
0 セ ン タ ー 内妻員 数旦会読委貞, 稔務委貞余香見 広
報委貞余香見 共同利用委員会委E , 其菌医学研究セ
ンタ ー 自己点検 ･ 評価委月余垂貞, 国書 w G. 個人
評価 W G.
0 その他 名古屋大学大学院医学研究科非常勤講軌
助手: 宇野 潤
○学内委員 医学部付属動物実験施設運営委貞会委見
○セ ン タ ー 内委員 危険物保安監督%, 普通第 一 種圧力
容器取扱作業主任者.
0 学外委員 日本医真蘭学会評議委見 日本医真菌学会
標準化重点会委員, 日本細菌学会評論員,
助手: 五 ノ 井透
○学外委員 日本薬理学合評誘委員会垂B.
技術職具: 矢沢勝清
非常勤講師: 石渡里 一 郎 (石渡医院)
非常勤講師: 鈴木健 一 朗 (独立法人 ･ 穀品評価技術基
盤機構)
C O E研究員: 影山亜紀子 (3月まで)
C O E研究員: 勝 正和 (5月まで)
学術研究支穣鼻: 岡 棄緒
学術研究支援貞: 長沢奈央子
技術補佐員:
技術補佐員:
研究輔佐異:
医学寮学府
谷口 舞美 (4月まで)
城 彩子 (5月より)
山本やよい
博士課程: 飯EZl剖治
自然科学研究科 博士後期薩程: 星野奉塵 (9月まで)
医学串学府 博士課程: 向井 啓
医学薬学府 博士課程: A hm ed Ha n afy
医学薬学府 博士課程･: 長谷川太 一
自然科学研究科
自然科学研究科
白帯科学研究科
自然科学研究科
自然科学研究科
交換留学生 : 郭
博士前期課程:
博士前期課程:
博士前期課程:
博士前期課程:
博士前期課程:
谷 口 ヒ ロ子(3月まで)
敷液久美子
田中美紀
日比崇弘
上野重苦 (4月より)
庭均 (台湾大学) (7 - 8月)
民間等共同研究鼻: 山本京子 (株式会社ツ ム ラ)
民間等共同研究員: 谷山光恵 (株式会社ツ ム ラ)
民間等共同研究員: 秦 真人 (第一 製薬株式会社)
研究概要
1. 医療機関の依頼に基づく病原性放線菌の 同定
2(X 旭年度は , 本邦 の 44 の医療機関か ら計 79株の 同定
依頼を受けた . それ ら の 同定結果の 内訳は, Noc mdl
.
G58
株 MJrObGCtm
l
u m 4株, JgCtin o 血 3晩 co7ynebaczm
'
u m
3 札 Go rdo71iG l株 . RotbiJ2 1株 . T h Aa m u rcIZ,z l株 ,
5坤 勿2nyeS2株 で あり . そ の 他 4株 の Co77ntOr m属放線
菌(M im bzutm 'u m ヤ Saccbw o 舶 )が含まれて い た. また.
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同定不能株が 2株あ っ f=. Noc mdt.a と 同定 した 58株に
つ い て
, 種を決定した結束 N n5h oidc∫3楓 N osiG 血
2株, N ･obscessu ∫1株, N ･ Gjh
'
c q n Gl楓 N beljE
'
ngm sis 2
株, N br9 Sil
l
en si 6株, N (G rlZeal楓 N yriacEiwgica 9
粗 Nfwrrinic a16楓 N ni如 加 ∫is l楓 N. 'zow 11株, N,
otitidiscG giw u ml株および N 伽 T m[e71Sis l 株であ っ た. 覗
荏, 3株 の NoEa rdzla に つ い て は種 の 同定申である. そ の
他 タイの NI H からの病原放線菌 (21株) の依頼を受
け同定した . また. 本邦には存在 しな い と考えられ て い
た病原性放線菌 の蘭種である N absc 即 W, N tr m sv a(cn鳴 N
ps2udobnzsi[ic nsi お よび N En m eq によ る感染例があることを
確認した (矢沢藤橋. 飯田創始. 長谷川太 一 ).
2 . NoEa rdi'a 属の放線菌の新種穐案
本邦お よ び タ イ の 臨衆材料 や 土壌 から分 離 した
Nvc a,diq株に つ い て 再分類を行 い , N o7'D e m l
'
d, N LIObensis,
N mtbritidif･ N n 'u oe鳴 N･ ･m
l
ah
-
En･ N bigw nsb, N ”iigq 観 梅
N･ pn e u m o niLZe, N ･ sie nEa s, NI Sbl
l
m ofu ∫a eTISむ, N Ics加 e us, N
Eboi[a ndl
'
EL8 N - ぬ 払 および Nyd ma7, qSbien Jむの 14種の
NoEa rdia の 新種発表を行 っ た (影山亜紀子, 飯田創晩
向井 啓, 央沢勝滑).
31 Noc wdt
'
afa7TiniEq の ゲ ノ ム解析
関西地域の 医療機関で 分 離された No m rdl
'
afm tnz
l
[q
IFM IO152殊に つ い て , その パ ル ス フ ィ ー )I, ド電気泳動
パタ ー ン, 16SrR NA 遺伝子解析. さらに生理生化学的
な性状の検討の 結果などか らゲ ノ ム 解析殊に指定して ,
感染症研究所および北里大学との 共同研究で . 全 ゲノ ム
解析を進め , 2004年に完了した (星野泰隆).
4 . 病原性微生物の生産する新規生物活性物質の探索
N tra n svLdm sl
-
srFM IOO65撒から, 新たにチ ア ゾ 1) ン
骨格を有する新規抗真菌括性物質 tra n s v ale n cin A を単
離 して 報告 した . Act7
-
n Q m Ddm z m ddw a eIF M O573フ5, ら
新貌 sider opho r e系物 質 (皿 且dtl ra Statin と命名) を阜離
し報告 した. 病原性放線菌 N otitidisE O m
.
a ru mIF M098
株 の 菌体培養液は. M iLn COEC uS[ute u∫お よ び C,汐tOC OCC yS
7Ze Ofo r m a n‖こ対 し て 活性を有 して い た . M . 血 触 に 対
する活性を指標 にし, シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ
ー お よ びゲ ル ろ 過な どを用 い て 精製を行 い , 二 種
の 化合物を得た . つ ぎ に M S お よ び各種二 次元 N M R
を解析 した結果, こ れ ら の 化合物は既知化合物で ある
n argerlidnAlと n odu smidn で あ っ た. ま た 現在. 7F M
o757株より得 られた
■
グ ラ ム 陽性細菌活性を有する化
合物およびIF M IOO65 より得られた抗 cQワnebaetm
l
u m
x - si 活性を有する化合物の 構造を解析中である (向井
啓. 星野泰隆).
5 ‥ 吸着から分牡された Go rdo'l'1o 株 の 分類学的研究
日本で 分離された Go rdo m'G 20株に つ い て 16SrD NA
塩基配列を決定したとこ ろ , 耳漏から分離されたIFM
I O32株およ び胸水か ら分離されたIF M IO148の 2株
が既知の株とは敵れた 一 つ の まとま っ たクラ スタ ー を
形成した ･ 系統解析の祐乗こ の 2株は Go rdo72io sPufiや
Gordonio ol
'
cbic7ZSZ
I
s と系統的に近 い 新たなグ ル ー プで ある
ことが明らかとなり, 新種として . 報告した (谷口ヒ ロ
チ, 飯田創冶).
6 . 其薗 の分類同定に関する研究
前年度に引き続 い て, オ ー ス トラリ ア シドニ ー 大学
の Wiela ndMeyer博士 と 共同で, C7M 如 cu 'f n eOfo r7”a nS
の 遺伝子多型解析を行 っ た. 特に , 遺伝子の 繰り返し
配列で ある micr os atenite 遺伝子 の 解析結果を用 い る こ
とにより, c. neofQ r m q n Jを 7 つ 以上の 遭信子タイプに細
分する ことが可能で ある ことを明らか にした (Ab皿Cd
Ha n申. 飯 朗IJ姶. 五 ノ井透).
7 . 臨床分離 co nd'
'
dG2a '砂i/c3is の系統解析
日 本と プ ラ ジ )I, に於 い て臨床分 催され た Can 肋
pa nQ9l
'
ksむの IT S(Ⅰムーe rndtr an scribedsp u r)および D ln)2
領域の シ ー ク エ ン ス 解析の 結果から. C･pa rQmゐsir は 4 つ
の グ ル ー プ (グル ー プ Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ) に分類される こ
とを報告した (飯田創治. A lmed Ha n吟).
8 . Ca ndida ゲノ ム解析
l) 全ゲノ ム シ ー ク エ ン ス解析
i) cLZ ndida albica n∫の ゲ ノ ム ドラ フトシ ー ク エ ン ス の
公開: ス タ ン フ ォ ー ド大学を中心とする公的機関
によ っ て病原性真菌で は世界初と なる C. albic d n Jの
ゲ ノ ム 配列 (15.6M b) の全競およ び公開を行 っ た
(P N A S). 釆国以外で は唯 一 当分野が分担研究を
行 っ た (知花博拍).
ii) c･ a 伽 a n∫ 染色体7番の完読 : c. a[h
'
cG n ∫の 染色体
7番 (1 M bp) の 16 カ所の 未読部分をP C Rで 増幅.
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塩基配列を決定する ことに成功した (岡 奈緒 , 知
花博治).
己i) c1 01hlc a n s染色 体6番全 シ ー ク エ ン ス の Gap
clo sing: 染色体6香(1.1 M bp) の 未読 部分を P C R
で増幅, 塩基配列を決定する こ とによ っ て 完全解
読を目指して い る ( 敷披久美子, 岡 奈緒 . 知花博
*).
2) a. d[uc a ns遭伝子機能解析
i)1R Ol遺伝子の病原性に関する研究; c. albz
I
EG n Sに
お ける形質転換実験の世界的な標準株 で ある CAI4
で は, マ ー カ ー 遺 伝子 tTR,g3と共 に. 酔漢す る
LR O Iも欠損して い る. と こ ろ が , こ れ ま で 1 R O l
の機能に つ い て 考慮されて い なか っ た . 今回 Z R O l
変異株を作製し, 感染実験を行な っ たと こ ろ 1R O l
は病原性の 低下が確認された. 本研究にお い て , a
albiEan Sの 遺伝子解析における重要な所見が得られ
た (宇野 潤 , 同 素緒 , 知花博治).
ii) C G R l遺伝子に対するテトラサイク T) ン制御プ ロ
モ ー タ ー 導入株お よび欠現株を作製した (同 素
緒, 知花博治 , 長 環 :福岡歯科).
iii) テトラサイクリ ン制御プ ロ モ ー タ ー 導入株を用 い
た PH O 9 5遺伝子の 病原性 ヘ の 関与に つ い て 解析 し
た (宇野 潤 . 知花博姶, 富川洋三 : 山梨大).
3) cLgZaあ 肋 にお ける 7 エ ノ
ー ム (全表現型) 解析
i) C･ glob,y.tu 遺伝子制御株の網羅的作製: a. glob,7Zt7
の 50適任 子 に つ い て テ トラ サ イク リ ン 制御 プ
ロ モ ー タ ー 導入株を作 製した . 残 る 5,250の C.
g]ab,i;tW の 遺伝子に つ い て テ トラサイク リ ン 制御プ
ロ モ ー タ ー 導入株を作製中で ある (同 素緒, 長沢
奈央子 , 中山清伸 : 鈴鹿高専 , 知花博漁).
i)a. gI4brDtZ2にお ける高効率鼠換体作製用新規宿主 .
ベ ク タ - 系 の 開発: 非相同組換え誘導因子 YK【冴0
ノ ッ ク ア ウトによ る. 高効率な遺伝子夕 - ゲテ ィ ン
グを実現 した , C･ glabrat2Z遺伝子制御棒の網羅的作
製にお ける大幅な コ ス ト削減, 迅速化を可能とする
成果である (上野圭吾 , 知花博治).
9 . 其菌の 生産する生理活性物質の探索
パ ラ コ ケシジオイデ ス症 の組織検体より汚染菌として
分離した菌株が抗其菌作用を示すこ とを見 い だ した. こ
の 蘭林は, 形態学的検討と遺伝子解析 により pmiciIIt
-
u m
psc udocif,in u mと同定した, 本蘭をポ テ トデキ ス ト ロ - ス
液体培地で堵善し, 菌体は メ タ ノ ー ル で . 培養ろ液は酢
酸 エ チ ル抽出し, こ れをシ リカゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ
フ ィ ー と分取辞層ク ロ マ トグラ フ ィ ー で 精製し, 分子皇
433の物質を得た. 本物質は JispergiI/wjkmigufu sと白癖
菌にの み抗美園活性を示 した (日比崇弘, 宇野 潤).
10. 病原性其菌 CG ndz'd.” (bico 〝sの 適任子発現解析
薬剤耐性発現に関与すると考えられ る 1,500あまりの
遺伝子に対する p C R産物お よびオリ ゴ･D N A ブロ ー プ
をス ポ ッ ト した マ イク ロ ア レイ ･ ス ライ ドを開発 ･ 作製
した
. 現在, 当セ ン タ ー に保存されて い る弗剤耐性菌株
および対照菌株に つ い て 発現遺伝子の プ ロ フ ァ イリ ン グ
を行 っ て い る (田中美紀 . 山本やよ い , 五 ノ井適).
ll. 麹菌 D N Aマ イク ロ ア レイ の開発 ･ 構築
麹菌の ゲ ノ ム プ ロ ジ ェ クトの完成に伴い , 麹菌遺伝子
の 発現解析を行うための D N Aマイク ロ ア レイの 開発に
着手した (五 ノ井透).
12. 抗其菌剤フ ル オロ キ ノ ロ ン の 人体 へ の 副作用の 研究
様々 な感染症の 治療に用い られ る フ ル オ ロ キ ノ ロ ン
(1evo且o x adn,gEtiflox a cin,te m aAo n clrL等) に は, -
- 方 で
心機能障害や低血糖を引き起 こすなど深謝な副作用も報
告されて い る. フ ル オロ キ ノ ロ ン の 副作用が , 先に我々
が分子構造と機能を明らかに した A TP感受性 K
'
チ ャネ
ル を閉じる こと に因 っ て 引き起こされて い る ことを見出
し, さらに副作用の タ ー ゲ ッ トとなる分子サブ ユ ニ ッ ト
を同定した (五 ノ井透).
13. ミ ト コ ン ドリ ア膜系のイオ ンチ ャネル の構造と機能
ミ ト コ ン ドリ ア は, 其核細胞の 呼吸 (A T P産生) 千
ア ポト - シ ス にお い て中心的な役割を果たすが. ミ トコ
ン ドリア膜に存在するイオ ンチ ャネル の機能に つ い て は
詳細が知られて い な い , 電気生理学的手法である パ ッ チ
クラ ン プ法を用 い て ミト コ ン ドT)ア 内膜 に存在 し A T P
によ っ て 開閉が調節されるチ ャネ ル の 機能を解析した
(五 ノ井透).
研究業轟
1 . 著者
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2 . 原著 ･
英文
1)Ishika w aI,Ya n ashita A, MikaJTliY, Ho血1n OY, Ku rita
H, Hotta K,ShibaT, Hatto riM:T he c o rrlPlete ge n o m e
s equ e n c e ofNoc a rdiafG rCini, aIF M 10152. Pr o cNatl
Ac ad SciU S A 101:14925114930,2 04.
2)Jon esT,Federspiel N A, Chiba n aH, Du nga nI, Kalma n
S, M ageeB B, Ne wpo rt G, T horste nso n Y, Agabia n
N
,
M age eP T, Da vis R Wa nd Sche r erS:T he diploid
ge n o m e 弓quenCe Of CG ndz
L
dn n助 G n S･ Proc NA【I Ac 且d
Sd U SA 101:7329-7334.2004.
3) Kageya m aA, Po o n w a nN, Yaz a w &K, Mika mi Y,
Nishim tl r aK: Noc n rdEd beljz ngensis,is 且 Pathogenic
bacte ri11 m t Ohu m a n s :the first infectio u s cases in
Thailmda ndJapan･ Myc op且th01157:155-161,2004･
4) Kageya m aA, H o shin o Y, Wata n abe M , Ya 2,a W 且K,
Mika 皿iY: CliTLic alisolates ofNocn rdz
'
G brTaJih
-
m ∫l
l
∫from
Japa nexhibit v ariable s u s c eptibilityto the a ntibiotic
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る休部白癖の 1一札 第8回日本 - 中国合同皮膚科学
術金策, 2004.ll.12.
20) 石川 浮 , 栗田晴代, 武田健二郎 , 星野蓉隆, 三上
嚢: 病原放線菌 Noca rdz
'
afw cinico に お けるTPoB パ ラ
ロ グの 7) フ ア ンピシ ン耐性 ヘ の関与 . 第 27回日本
分子生物学会年会, プ ロ グ ラ ム抄録集, p.227, 2004.
21) 知花博治, 中山浩凧 同 委緒, 長沢奈央子, 三 上
轟 : 病原性其菌 cd '2L 払 GIbiE a nJ に お けるゲノ ム 解
析 第6回ワ ー ク シ ョ ッ プ微生物ゲ ノ ム研究の フ ロ
ン テ ィ ア , 2α)4. 3 .
22) 知花博治, 三 上 嚢: cG ndid,q a[bEc nn∫ 染色体7香の
全塩基配列の 決定とア ノ テ - シ ョ ン . 第 77 回日本
細菌学会総会, 日本細菌学雑蕃 59: 126, 2004.
23) 知花博 軌 岡 奈軌 長沢 奈央子, 三 上 嚢 : 柄
原性其蘭カ ン ジダにおけ る抗其蘭剤標的遺伝子の
探嵐 第2回感染症若 手研究者沖縄 フ ォ ー ラ ム ,
2004, 2 .
24) 知花博治: 誘導型ア ンチ セ ン ス R N A によるカ ン ジ
グ酵母の フ ユ ノ ム プ ロ ジ ェ ク ト. 特定領域研究 ｢ 感
染と宿主応答の分子基盤+ 班会哉 , 2004. I .
25) 知花博拍, 中山浩伸 , 宇野 潤 : 病原性 カ ンジ ダ酵
母における人体内生存戦略遺伝子ネ ッ ト ワ ー ク の研
免 特定領域研究 ｢ゲ ノ ム+ 4領域 2004年合同班
会議, 2004. 8 .
26) 知 花博 治 , 宇 野 潤 , 三 上 嚢: cG ndida a伽 on s
U RJ93遺伝子に隣接する ZROl 遺伝子変異株の 構築
と病原性試艶 第 48 回日本医其蘭学会総会, 異常
敢 45(増1):96, 2004.
27) 知花博拍, 上 野重曹 , 中山浩 凧 同 素緒 , 宇野
潤, 長沢奈央子 , 山口正視, 三 上 妾 : 痛原性静
母 Co ndz
l
do glnbr 4hz に お けるゲ ノ ム 制御計画 C G R P
(Ca ndidaglob,w彪 Ge n o m eRegthtio nProje ct). 第 27
回日本分子生物学会年会 , 2004. 12.
2S) 上野主音 , 知花博治 , 三 上 轟: 病原異常 Cq ndz
'
dLZ
glabrafq に おける効率的遺伝子操作技術の検 札 第
3回感染症若手研究者沖縄 フ ォ ー ラ ム
,
2004.ll.
29) 花田 乳 宇野 潤 , 知花博 軌 中山活伸 , 宮川
洋三 : Ca ndl
l
dLZ aZbicu 71S T) ン 酸代謝 の 負の 制御園子
f H O 8 5 の性状 - T E T シス テ ム を用 い た in v加 お
よび in vim 解析 , 第48回日本医其蘭学会撒会, 兵
曹誌 45(増1):97, 200 4.
30) 上野主音 , 知花博袷, 中山鰭伸, 三 上 轟: cG ndi h
g]Gbra血 に おける網羅的な遺伝子解析を目的とし
た効率的な相同組換 え誘導の た め の 条件検 札 第
48回日 本医異音学会稔会, 真菌誌‾45 (増1)=95,
2004.
31) 敷波久美子, 知花博治, 三 上 轟: ca nd'
'
da albic a n s
染色体6番 にお け る染 色体 シ ー ク エ ン ス の Gap
clo sing. 第48画日本医真菌学会総会 , 真菌罷 45(増
1):96, 2004.
32) 中山括伸, 長 環, 知花博冶: cG ndida g[ab'aLa PM I
遺伝子座 に位置す る 遺伝子群の 必須性の 評価. 第
48回E]本医其菌学会総 会, 真菌誌 45( 増1):97,
2004.
33) 中山清伸, 岩崎葵歩, 長 唄, 知花博 軌 ca ndl
'
da
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gh b7t71a にお ける G D P一皿 a n n OS CPyrOPho rylas e(W G 9/
P Sz41) 遺伝子とその パ ラ ロ グの 炭素源による使 い分
･け , 第27 回目本分子生物学余年会, 2004. 12.
34) 佐野文子, E. N .Ita n o, 宇野 潤, 鎗F]響子 , 亀井寛
彦, 宮治 乱 西村和子: L A M P法に よ る患者暗疾
から の P - r occidl
'
oz
l
desbrnsiLz
-
msis 特異的遺伝子 〆 ヲ
の 検出. 第 48回日本医其蘭学会総会, 其蘭鼓 45
(増1)=100, 2004.
国際交涜
1 . 国際共同研究
1) 三 上 轟: 薬剤 の 不 括化 に 関す る 研 究, Eric R.
Dabb8 教授, 南 ア フ リ カ ウ ィ ッ ト ウ オ夕 - ス 大学
遺伝学 弧
2) 三上 嚢: 病原性放線菌および其蘭の分子遺伝学的
研究, Nate e wan Po o n w a n博士 , タイ国立衛生研究
所.
3) ≡上 薬: 病原放線菌の分類学的研究, Rein e rM .
Kr oppe n stedt教授 , ドイ ツ 微生物およ ぴ細胞株保
存セ ンタ ー (D S M Z).
4) 三 上 嚢: 痛原異菌 の 分子疫学的研究, Wi血 nd
M eyer博士, オ
ー ス トラリ ア シ ドニ ー 大学病院.
5) ≡上 表: 病原貴簡の 遺伝子分類学的研究, Maria
Ltliz aMo re tti-Bran chini敦授 , ブ ラジル カ ンビ ー ナ
ス大学医学部.
6) 知花博治: ca ndl
'
dq albz
'
Ea n ∫の 染色体物理地Bgの 作製,
Pa ulT. M agee教授 , ア メ リ カ合衆国 ミ･ネソ夕大学.
7) 知花博治: cG ndidbo/bica n ∫の ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス の
決定 , Ro nald W. Da vis 教授 , ア メ リカ合衆国 スタ
ン フ ォ ー ド大学.
8) 知花博治: ca ndidog/aあ 幼 の D N Aチ ッ プ の 開発,
Ber n ardD u)
'
o n教授, フ ラ ン ス パ ス ツ ー ル 研究所,
2 . 海外渡航
1) 三上 嚢: ブ ラ ジ ル ･ ア ル ゼ ンチ ン ｢メ ル コ ス ー ル
エ イズ感染症ワ ー ク シ ョ ッ プ+ プ ロ ジ ェ クト形成調
乱 国際協力事業団 OIC A),2004. 8 . 24 - 9 . 2 .
2) 知花博治: ア メ リカ合衆国ミネアポリ ス , 共同研究
打ち合わせ , 科研費 , 2004. 3 . 8 - 16. ア メ リ カ合
衆国オ ー ス テ イ ン
,
学会発表
,
科研費, 2004. 3 . 17
- 22.
学舎等活動 (主催学会. 座長. コ ン ビ - ナ - など)
1) 三上 嚢: NocL2 rdz'G の 生物学に関する会読の 国際諮
問委貞.
2) 知花博拍: Federatio n of Eu r ope a nBio chemic al Sodetie s
A dv a n c ed Le ctu r eCo u rs e
,
Hu m a nFu rlgal Pathoge n s:
Scie nti6cAdvIS OryBoard･
教育活動
学位
1) 星野奉隆: 大学院自然科学研究科博士後耶果程短期
修了ならび に農学博士取得 (9月), 病原微生物の
二 次代財産物に関する研究 (研究指導: 三上 轟).
2) 谷口 ヒ ロ 子: 大学院自然科学研究科博士前期課程修
了 (3月), 息着か ら分離された Gordo n z
l
u 株の 分頼
学的研究 (研究指導: 三上 轟).
# #
医学部4年次医学生命科学時論 ･ 研究 (林由布子, 前里
琴美 , 佐 々木俊秀).
三上 嚢: 千葉大学大学院医学研究科 (其蘭感染症学分
野 一 高分子活性学9, 千葉大学大学院自然科学研究科
博士後期課程 (分子生態横能筆 - 其薗感染応答静Ⅰ),
千葉大学大学院自然科学研究科博士前期課程 (分子生
態機能学), 千葉大学大学院薬学研究科(化学療法学),
国立千葉東病院看護学枚 (痛度微生物学).
知花博冶: 名古屋大学大学院医学研究科医学セミナ ー .
宇野 潤: 東邦大学薬学部 (薬物治療学 Ⅲ 一 感染症) 5
月 - 7月.
社会活動
講演など(一 般視聴者対象)
1) 三 上 轟: ｢病原微生物- 第 一 回微生物研修セ ミ
ナ ー +, 千葉県フ ァイ ン ライ フ環境改善連絡協議会,
千乗市 ハ ー モ ニ ー プ ラ ザ , 2004, 12. 16.
2) 知花博乱 数波久美子, 上野重苦, 都 塵均 : 人に
生息する酵母, カ ン ジダ の ゲ ノ ム解析 , ゲ ノ ム ひ ろ
ばiJl福岡, 2004. 7 .
3) 知花博治, 三 上 嚢: ヒ トに生息する酵母 ･ カ ン ジ
ダ の ゲ ノ ム解析, 千葉県立現代産業科学錯開館 10
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周年記念 バイオ テ ク ノ ロ ジ ー 展 , 2004. 10.
外部資金
科学研究費
1) 三上 妾 (分担): 文部科学省新世紀重点研究創世
プ ラ ン (RP2002) ナ シ ョ ナ ル バ イオ T) ソ ー ス プ ロ
ジ ェ クト｢病原微生物+平成14年慶 一 平成18年度,
(代表 西村和子).
2) 知花博拍 (代表), 宇野 潤 (分担): 特定領域 感染
と宿主応答の分子基盤
, 病原性真菌カ ン ジダ属にお
ける誘導型プ ロ モ - ク ー を用 い た感染分子機構の網
羅的研究 , 630方円 .
3) 知花博治(代表), 宇野 潤 (分担): 特定領域 ゲノ
ム 生物学 , 病原性カン ジグ酵母における人体内生存
戦略遺伝子ネ ッ ト ワ ー クの 研究
,
600万円.
4) 知 花博 袷 (代 表): 基盤 研究 (C), 病 原 性酵 母
Ca 77di
'
dGg!Gb713ZLa におけ る i7 ” Z
'
m 必須遺伝子の 探索,
270万円.
5) 矢沢勝清: 平成14年度文部省科学研究費 ･ 奨励研
究, 遺伝子資源としで の病原性放線菌の 同定と保存
(研究課題番号14922064), 21万円.
6) 知花博治 (分担) 三上 妾 (分担): 基盤研究 (C),
病原性酵母カ ンジダ ･ ア ル ピ カ ン ス の分子疫学助研
究, 20万円 (代表 EB中玲子),
7) 知花博 治 (分担): 基 盤研 究 (C), 知花停泊 (分
担): カ ン ジダ酵母の 形態変換制御遺伝子群の発現動
態と組換え体による桶原性評価. (代表 福岡歯科大
長 環).
民間等共同研究
1) 三上 集 (代表): 帯 - 製薬株式会社 , 糸状菌の 細
胞壁構造の解析法の研究. 900万円 .
2) 知花博治 (代表): 株式会社ツ ム ラ : カ ン ジグ ･ ア )L･
ビ カ ン ス遺伝子の 機能解明に関する研究, 120万円,
その他の 研究助成
1) 三上 嚢 (代表): 株式会社ア ス ト ロ (三 菱化学),
放線菌の 分類学的研究, 15万円 .
知的財産
知花博 治= 新免租換 え兵 乱 CG ndidq albica n ∫lo株, a.
glob,dq 50株 , 分譲蘭株数: a. a 助 a n slo株 , c･gzob”da
2株 , D D BJ/ Ge nBa nk登録数: c. Glbicn n J420件 .
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